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(1) 試験開始の合図があるまで，問題用紙を開いて中を見てはいけません。 
(2) 問題用紙は，この表紙を含めて 5 ページあります。 
(3) 全ての解答用紙の指定の欄に，受験番号，氏名を記入しなさい。 
(4) 問題は，全部で 5 問あります。5 問全てに答えなさい。 
(5) 解答は，必ず解答用紙に記入しなさい。 
(6) 問題用紙の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。 
(7) 試験終了後，問題用紙及び下書き用紙は，持ち帰ってください。 
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（試験問題は，4ページからです。） 
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（試験問題は，4ページからです。） 
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次の英文を読んで，以下の問１～問５に答えなさい。 
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出典：Y Sakai et al. Dietary pattern transition and its nutrient intakes and diet quality among Japanese 
population: results from the 2003–2019 National Survey 
より抜粋 

health-promoting：健康増進の quartile：データを４つに分けた区分の１つ  
attributed to：～に起因する concentration：濃度 independently of：～に依存せずに 
PFC ratio：PFC 比率 Westernised：西洋化した limitations：限界 representative：代表的な 
NHNSJ：国民健康・栄養調査 selection bias：選択バイアス self-reported：自己申告の interpretation 
bias：解釈バイアス weighted：重みづけされた seasonal variation：季節変動 

 

- 4 -

o-nanami
テキストボックス
　著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。




問１ 下線部①にあたるもので，文中に記載されていないものを２つ日本語で挙げなさい。 

問２ 下線部②を和訳しなさい。 

問３ 下線部③で示されている変化が将来的にどのような健康課題につながる可能性があるか，生

活習慣病などを例に挙げて，日本語 150 字以内で説明しなさい。 

問４ 事業所や企業で働く人に対して，管理栄養士はどのような取り組みが可能であるか，この英

文の内容を踏まえて，あなたの考えを 400 字以内で具体的に述べなさい。 

問５ 地域においては，管理栄養士としてどのような取り組みが可能であるか，あなたの考えを 400
字以内で具体的に述べなさい。 
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